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■　目　的
　木材製品であるフローリングの基材にはラワン材が多く使わ
れてきました。しかし、そのラワン材は昨今環境的立場から使
用を制限する動きがでてきています。弊社としては、従来のラ
ワン材を使用したホットナーHHとラワン材に変わる材料とし
て植林木を利用したダイハードアート Lエコを開発しました。
　そこで、それらのフローリングの LCA分析を行うことにより、
環境負荷の程度を把握し、比較検討することにより、両者がど
の程度環境負荷に関与しているか検討します。
　その結果を考慮し、今後の製品開発ならびに製品展開等を考
えていきます。

■　結果と今後の展開
　CO２の総排出量としてはダイハードアート
LエコのほうがホットナーHHより5.8kg/
坪少ないことがわかりました。
　また植林木は、完全にカーボンオフセット
されていることから、今回は木材自身に含有
されている炭素（C）もCO２換算し、結果に含
んで算出するとダイハードアートLエコのほ
うが42.2kg/坪少ないことがわかりました。

　サブシステムを考察すると、それぞれの製造上の特長が現れました。ホットナーHHでは化粧材及
びその貼り（接着）工程でCO２の排出量が多くなりました。ダイハードアートLエコでは基材の製造
（MDFと植林木の接着）工程でCO２の排出量が多く、逆に化粧材の貼り工程でのCO２排出量は少ない
結果となりました。これらサブシステムでの負荷も考慮して製品設計をしていくことにより、より
CO２の排出量が少ない、環境負荷が少ない製品を設計できることがわかりました。
　また、インパクト評価の結果も記載しますが、まだまだデータ自身が完全ではなく、インベント
リとして欠落したものも多かったです。今後、LCA分析を展開させながら、不十分なデータの算出
ならびに収集等に努めていきたいと思います。
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　　三重ダイケン株式会社　　電話番号：（河芸工場）059－245－3811／（久居工場）059－255－0611
　　担当者：中野・木畑

■　実施者

　GP事業に参加させていただき、QFDE、LCA
の理解が深まった。また、弊社だけでなく、い
ろいろな企業が環境に関心をもたれ取り組まれ
ていることを知り、我々もLCAを様々な製品や
工程へ展開していきたい。
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